
 

はじめに 

 

クレオ大阪中央研究室においては、男女共同参画社会の実現をめざし、大阪市の男女共同参画施

策とクレオ大阪の各種事業に資するため調査研究を行っています。 

大阪市においては、平成１８年４月から大阪市男女共同参画推進条例に基づく「大阪市男女共同

参画基本計画－大阪市男女きらめき計画－」に沿って、男女共同参画に関する施策を総合的かつ計

画的に推進・実施することとしています。また、平成 26年 11月には、女性がその能力を十分に発

揮し活躍できる環境を整備すべく、女性が直面する様々なライフステージに対応した総合的な施策

を展開し、大阪市の活性化をめざすため、「大阪市女性の活躍促進アクションプラン」が策定され

ました。 

このたび、男女就業者 4,800 名を対象にした女性の活躍推進や就労に対する意識と現状を把握 

する「女性の活躍推進に対する男女就業者の意識調査」を実施しました。 

この調査は、女性の継続就労や管理職登用をはじめ女性活躍を推進するための課題を把握し、 

就業の場における女性の活躍の効果的な促進に資することを目的としております。 

本報告書が幅広く活用され、男女共同参画社会の実現に向けた取り組みの一助になれば幸いです。 

最後に、本調査研究の実施にあたり、ご尽力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。 
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